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《目的》　我が国の企業では業租や職種によって、女子社員の制服を決めている会社と決

めていない会社がある。そこで職場における服装に対する意識とその実態について、制服

のある女子社員と制服のない女子社員を対象に調査を行い、考察する。

《方法》　企業に勤めている女子社員183人（制服のある社員1 20A、制服のない社

員6 3人）を対象として。1992年11月から12月にアンケート調査を実施した。調

査内容は職場における服装に対する意識（2o項目、４段階尺度）、職場における服装状

況や通勤着についての実態などである。調査データは平均値の差の検定や因子分析法の統

計的手法を適用し。制服のある社員とない社員を対比しながら検討した。

《結果》　職場における服装に対する意mの調査について、制服のある社員とない社員の

二者の間で平均値の差の検定を行った結果、20項目中９項目について有意差が認められ

た。次に、この20項目について因子分析（固有値l.O以上、バリマックス回転）を行っ

た結果、６個の基本的因子が抽出された（累積因子寄与率61.2％）。因子の解釈を行い。

能力的見方への制服の効果性（因子寄与率11.0%）｡通勤着への気配り性（10.9%）、社

外での制服着用の抵抗性(10.7%)｡制服着用の集団意識性(10.6%）、制服の肯・否定

性（10.4%）、制服のデザイン、イメージ性（7.6%）とした。これらの各因子の因子得

点の平均値の差の検定の結果。通勤着への気配り性、制服の肯・否定性について制服のあ

る社員とない社員の間に有意差が認められた。すなわち、制服のある社員は通勤着への気

配りの程度が小さく、制服を肯定しており。制服のない社員は対称的な結果が得られた。
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　（目的）就職活動用の衣服は着用目的が明確であり、また着用場面が限定される点で通

常の衣服とは異なっている､。　しかしながら最近ではファッション性も加味した製品が販

売されている。本研究では、就職活動期に当たる女子学生がどのように就職活動用衣服

を考えているかについて、特に業種との関係を中心に調査し考察した。

　（方法）女子学生の就職活動用の衣服として、実際に販売されている就職活動用衣服の

カタログから８サンプル、更に就職用としても着用できると思われる衣服を６サンプル

選定し評価対象とした。これらの1 4サンプルのカラー写真をＩセットとして、銀行、

メーカー、マスコミ、商社、航空会社などにおけるふさわしさの程度を、４段階尺度を

用いて評定させた。なお、被験者は女子大４年生1 2 2名、女子短大２年生8 5名であ

る。調査データは女子大生、女子短大生ごとに集計され統計的に処理した。また双対尺

度法を用いて、業種と衣服のふさわしさの関係について検討した。

　（結果）業種と就職活動用衣服のふさわしさの関係に関して、女子大４年生と女子短大

２年生の評定は全体的に似た傾向を示した。好ましいと評価された衣服は、濃紺やグレ

ーのオーソドックスなスーツであり、逆に好ましくないと評価された衣服はチェック柄

などのカジュアルなスーツであり、伝統志向的な評価であった。しかしながら、例えば

アパレルメーカーやマスコミの場合には、ややソフトなスーツも評価が比較的高く、業

種により就職活動用の衣服の好ましさの程度は異なっていた。
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